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@
予
算
が
な
い
た
め
、
扇
風
機
だ
け
の
室
内
は
暑
い
。
そ
れ
で
も
、
楽
し
い
ダ

ン
ス
に
笑
顔
が
絶
え
な
い
@
日
本
語
の
勉
強
に
悪
戦
苦
闘
す
る
受
講
者
た
ち
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台
東
区
の
J
R
御
徒
町
駅
か
ら
く
な
い
。

歩
い
て
叩
分
ほ
ど
の
雑
居
ビ
ル
さ
さ
や
か
で
も
、
み
ん
な
が
の

街
。
そ
の
一
角
に
中
国
語
が
飛
び
び
の
び
と
交
流
で
き
る
場
所
が
あ

交
う
場
所
が
あ
る
。
「
中
国
残
留
れ
ば
:
:
:
。
自
身
も
残
留
孤
児
だ

孤
児
の
家
」
。
太
極
拳
、
卓
球
、
っ
た
池
田
澄
江
さ
ん
(
倒
)
ら
の
N

歌
や
社
交
ダ
ン
ス
¦
¦
。
誰
も
が
、
P
O
法
人
「
中
国
帰
国
者
・
日
中

慣
れ
親
し
ん
だ
中
国
語
で
楽
し
そ
友
好
の
会
」
は
、
そ
ん
な
思
い
で

う
に
語
り
、
そ
し
て
笑
い
合
う
。
7
月
、
こ
の
「
家
」
を
作
っ
た
。

旧
満
州
(
現
中
国
東
北
部
)
に
「
よ
く
上
の
人
に
怒
ら
れ
た
。

入
植
し
、
終
戦
後
、
そ
の
ま
ま
取
(
職
場
か
ら
)
帰
っ
て
い
つ
も
泣

り
残
さ
れ
た
日
本
人
、
特
に
女
性
い
て
た
」
。
残
留
孤
児
だ
っ
た
夫

や
子
供
た
ち
は
「
残
留
婦
人
」
「
残
と
共
に
初
年
前
、
日
本
に
や
っ
て

留
孤
児
」
と
な
っ
た
。
何
十
年
も
き
た
大
久
保
桂
さ
ん
(
印
)
が
話
し

中
国
で
生
き
抜
き
、
よ
う
や
く
か
た
。
こ
こ
で
の
表
情
は
明
る
い
が
、

な
っ
た
祖
国
へ
の
帰
還
。
だ
が
、
日
本
語
が
覚
え
ら
れ
ず
、
つ
ら
い

言
葉
や
風
習
の
壁
が
立
ち
は
だ
か
、
毎
日
が
続
い
た
。
電
車
に
飛
び
込

り
、
孤
立
し
て
し
ま
う
人
は
少
な
ん
で
死
の
う
と
思
い
詰
め
た
こ
と

も
あ
っ
た
と
い
う
。

深
い
し
わ
が
刻
ま
れ
た
そ

の
手
に
持
づ
の
は
、
日
本
語

の
教
科
書
。
初
級
の
内
容
だ
。
，

き
ち
ん
と
教
わ
る
機
会
が
な

か
っ
た
日
本
語
を
今
、
こ
こ

で
一
生
懸
命
、
学
ん
で
い
る
。

日
本
語
の
歌
謡
曲
を
勉
強

し
て
い
る
残
留
孤
児
の
中
村

広
さ
ん
(
釘
)
は
、
あ
い
さ
つ

程
度
の
日
本
語
し
か
話
せ
な

い
。
「
人
前
で
歌
っ
て
み
た

い
」
と
中
国
語
で
語
っ
た
。

池
田
さ
ん
は
全
国
の
残
留
孤
児

約
2
2
0
0
人
が
国
に
賠
償
を
求

め
た
集
団
訴
訟
の
原
告
団
全
国
連

絡
会
代
表
だ
っ
た
。
国
の
支
援
策

が
実
現
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
が
「
帰

国
者
が
日
本
で
健
や
か
に
暮
ら
せ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
だ
っ
た
。

今
、
こ
の
家
に
集
う
人
た
ち
で

中
華
弁
当
を
作
り
、
オ
フ
ィ
ス
街

で
販
売
で
き
な
い
か
と
検
討
し
て

い
る
。
「
帰
国
者
に
と
っ
て
日
本

は
祖
国
で
、
中
国
は
ふ
る
さ
と
。

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
日
中
友
好
の

役
割
が
あ
る
は
ず
」
'
o
池
田
さ
ん

は
、
そ
う
思
フ
で
い
る
。

(
写
真
と
文
杉
本
昌
大
)

中
国
語
で
仲
間
と
語
ろ
う



or 何度も死にたいと
思ったJ と言う大久保
さんも、今では「生き
たい」という気持ちが
強くなってきた i

GD9 月 1 日のオープニ
ングパーティーでは、
池田さん(奥中央)に
多くの温かい拍手が送
られた

@当時の中国とは形の
異なる予防接種の跡が
手がかりのーっとなっ
て、日本人であること
が証明された

台東「中国残留孤児の家」

。
ホで

す

道路に面した窓の前で談笑する中国残留孤児ら


